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第3閤衛生工学シンポジウム

1995.11北海道大学学術交流会館

高濃度有機性腹棄物の営養醜類除去工程に閥する筑験的研究

一糞尿を中心として-

ソウル市立大串校環境了:fP::fl.0申恩韓，金官珍，鄭貝鎖，李東部j

1.緒論

用水の需要が急;増して営養鴇類排出源に跨する規制がi学び1:がっているi:な常費曜1i開封1;1+1?瞭

である糞尿は食生活傑式，気候，貯織タンク構造と大きさ及びj投去頗度によゥて異なり，韓関と日本

との場合を比較してみると，韓翻の費尿はおOD525，000 -30，OOOmg/L， 55 30，000 -40，000 mg/L， 

TKN 4，0∞-5，000 mg/L， T-P 600 -9oomg/Lで弘日木よりきょう雑物がとても多く， BOD， COD 
濃度が高いことを分る(2).

糞尿は渡生量と性肢が季節によって費動が大きく， また慮理施設が落後されているので大部分の

蕗理場が現在の放流水水質装準におよばない場合が多い. しかし，生活水準の向上と生活様式の理化

に従って用水要求量はたんだん増加して水質管理劉策としての窒素と燐のような倍養醸類の流入を最

大に抑制して富管養化を防止しようと1996年から糞尿蕗理場放流水の水質基準を強化することを公布

例示している(Tabla1参照).

Table 1韓留での放流水水質基準

放流水水質基準

種類 BOD COD ss 
-1995 1996--1995 1996--1995 1996-

議尿

鹿理場
30 40 30 

下水

蕗理場
30 20 50 40 70 20 

鹿水

蕗現場
30 30 50 40 70 30 

ぜ♀1(mg/L) 

Tωp T笥N
一一一

1996-1996-

16 120 

8 60 

8 60 

現在韓閣の糞尿慮理施設は

たいてい有機物の除去のため

の工程で構成されていて営養

物質の除去は部分的に議行さ

れている. それで強化され・る

錯養鰻類法的規制値を漣守す

るためには素早く施設と運縛

方法を改善しなければいけな

b¥ 

生物~!的営養盟流除去工

程法にはいろいろあるが，本

研究はA/Oプロセスの穂法で

嫌筑曹と好気曹の聞に無酸素習を震いて窒素と隣を同時に除去する方法を封象とした. この方法は曝

筑曹で硝酸化した反搭液を無酸葉曹へ涯治して股硝酸化を圏り，嫌第曹で隣の放出に硝酸性窒素が及

ぽす影響を低減させるのが特徴である. 替養強類の除去殻率が高く， 既存施設に添加修整が易しい

A2/0蕗理工法を選定して韓関賞情に合う糞尿蕗理の可能性と除去殻率及び設計図子として趨切な内

部循環率と有機物負荷量を調査することを目的とした.

2.寅験方法

本質験に使用した流入水はソウル東部衛生蕗理場から採取した試料を2.5mmmeshを利用して浮

[惑絡先]♀ 130-743韓関ソウル特別市東大門臨典農潟 90TEL 02-210山2377FAX 02-244山2245

-60-



遊物を除去し，稀樟水で水道水を利用してCODを7∞Omg!Lとした(Table2誉主).反熔滞のMLSSは

印OOmg!Lと維持させた.

Table 2 Composition of Feed Water. 

Unit(mg!L) 

Item Conc. Item Conc. 

TCOD 7000 明くN 700 

SCOD 2500 NH/ 400 
TBOD 3000 T-P 60 

SBOD 1500 cr 350 

TS 3500 Alkal. 1800 ロ
Fig. 1 A2/0 昨'OcessSchematics 

Fig.1のように大きさが異なるこつの反照糟(嫌集曹:無酸素曹:好筑曹:皮臆曹1-7.6L:37.3L:47.4L，反

癌曹11-3.8L:18.63L:23.4Uを同時に運轄し，運轄候件はTable3に示した.運轄期間は飽17カ月間であ

った

Table 3 Typical Operation Pharse Plan for Biologiral Phosphorus and Nitrogen Removal 

Overall 
Overall Interanl 

HRT(d) 
F/M Ratio 

Sludge Recycle(%) Pharse 
(kgBOD/kg 

Recycle Te図p.

MLVSS.d) 
(%) 

100 

5.87 0.1 
200 

300 

400 

5.87 0.1 
100 25土1"C

2 
2.84 0.2 

300 
1.86 0.25 

0.88 0.5 

実験分析項目はpH，COひ， BOD， SS， TKN， NH/， N03-， N02-， T叩 PをU.SStandard Methodに

従って分析した.

3.質験結果及び考察

3-1. 1段階建轄結果

適切な内部循環率を調べるために質施した第1設階箕輪の結果をFig.2と3に示した.

Fig. 2と3から分るように有機物と営養曜類の除去蚊率は雨者共内部循環率3∞%で高い値を示す

が，燐の除去数喜容は内部循環率とあまり関聯がないことが分る.
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戸市了百寸

T-N T-P Removril Efficiency 

depending on Internal Recycle Rntio. 

Fig.3 

戸市戸五百]

Fig. 2 TBOD， TCOD Removal Efficiency 

depending on Intemal Recyc1e Ratio. 

3-2.2段階謹轄結果

1段階運縛結果を科用して内部循環率を300%で固定してからF!M比を0.1から0.5まで鑓化させた.

運轄結果 A2/0プロセスは比較的衝撃負荷にも強い癌癒力を持うていることが認められた.また，最

適F/M比は0.2-O.3kg BOD!kgMLVSSAVG.dと求められた.
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Fig. 5 T-N， T-P Rcmoval Efficicncy Fig. 4 TBOD， TCOD Removal Efficiency 

depending on Organic Roading Rate. 

4.結論
本研究はA2/0プロセスを通して賛尿中の轡養臨額を除去する場合の最適j軍I博隙件を求めるための

寅験研究で，主なi護輔塑敢として最適内部前T翼手容と有機物負荷量を決定しようとした.その結果次の

ような結論が得られた.

1. A2/0プロセスは糞尿の僚養鴇類除去工法として有殺である.

内部誠環率が増大するとともに有機物及び構養強額の撤去率は上昇すみ額向が見られ，

depending on Organic Roading Rate. 

最適筒2. 

環率は300%であった.

F/M土じが増加することによって有機物及び営養鞭類除去率は低減する傾向が毘られ， 最適負荷
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量はO.2-0.3kgsOD/kgMLVSSAVG.dであヮた(円木の高負持目立常議j誌現法の場合はO.1-0.15.kgBOD/kg

MLVSSAVG.d)， 

4. A2/0 プロセスの慮現殺事は内部循環~3∞%，外部?鹿環;f，lOO%， F/MltO.2-0.3kgBOD/kgML-

VSSAVG.dの場合， TBOD 98.6%， TCOD 93.8%， SS 98.3%で二倍養櫨瀬NとPの除去放率はそれぞれ

83.4%， 53.6%でA?;Oプロセスの一段閉j盆理だけで1996年から施行される糞尿鹿理場放流水水質事準

がまもれる.
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